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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

     売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無： 無 

 

２．平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年６月３０日） 

  （１）売上高        （百万円）  

  売 上 高  

 平成１６年３月期第１四半期 ４６７,９６４  

 (参考)平成１５年３月期 １,９０２,７６７  

  （注）当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績については記載しておりま

せん。売上高の数値は監査法人による監査を受けておりません。 

      

 [売上高に関する補足説明] 

  当第１四半期における我が国経済は、株式市況の持ち直し等一部に回復の兆しも見られましたが、

雇用情勢･所得水準などの個人消費を取り巻く環境は依然として厳しく、景気は低迷基調のうちに推

移しました。このような状況のもとで、単独での販売数量は、景気の影響を受けて軽油は減少したも

のの、ガソリンはほぼ前年並に推移していることに加え、灯油･Ａ重油が増加したこと、電力向けＣ

重油も大幅に増加したこと等により、1,000 万 kl と前年同期比 102.9%となり、売上高は 3,838 億円

となりました。 

 連結子会社につきましても順調に推移しており、当第１四半期の連結売上高は 4,680 億円となりま

した。 

 

  （２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象        

        [概要]     

      該当事項はありません。 

 

 なお、当第１四半期の国内製品市況は当初公表時の想定どおり、やや弱含みで推移しております。

一方で、原油コストは当初想定に比べ下落し、また為替相場も円高基調となっております。 

以上の結果、単独での第１四半期の収益面においては、当初想定していた以上の総平均法による在庫

評価の影響を受け（公表時想定 通期で 100 億円）、売上原価を押し上げる要因もありましたが、概ね

計画どおりとなっております。連結子会社につきましても石油開発部門をはじめとして計画どおりの

収益確保が図れており、ほぼ前期決算公表時の業績予想どおりとなっております。 

また、今後の製品市況及び原油価格動向にもよりますが、第２四半期につきましても概ね計画どお

りに推移するものと想定しております。 
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３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

1 株当たり予想   
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円   銭

 中 間 期 ９７０,０００ ８,０００ ２,０００   

 通 期 １,９４０,０００ ２７,０００ １１,０００ １７ ４３ 

 [業績予想に関する定性的情報等] 

 

当該四半期における業績は、概ね計画どおりに推移しており、中間期及び通期の業績予想の修正はあ

りません。 

 （注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。 

    実際の業績は、今後様々な要因により上記の予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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